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07019c3 
副生バイオ炭を活用した家畜排せつ物からのリン回収技術

および炭素貯留型堆肥の開発 
 
１ 代表機関・研究統括者 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構  山口典子 
 

２ 研究期間：令和７年度～令和１０年度（４年間） 
 

３ 研究目的 

未利用資源の活用と農地での炭素貯留の拡大を目指し、木質バイオ

マスガス化発電の副生バイオ炭を用い、豚舎汚水中リン回収技術、リン

回収後のバイオ炭（高機能バイオ炭）を副資材とした高品質堆肥化技術

を開発する。 
 

４ 研究内容及び実施体制 

①  副生バイオ炭から成るリン吸着用バイオ炭を用いた豚舎汚水から

のリン回収技術の開発および豚ふん堆肥への影響の検証 

簡易なリン除去装置の構築を行うとともに、高機能バイオ炭を含

有する豚ふん堆肥化技術を開発する。 
（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構、（株）フジタ） 

 

② 高機能バイオ炭含有堆肥の開発と実証 

腐熟度が高く、温室効果ガス発生量の少ない高機能バイオ炭含有

牛ふん堆肥化技術を確立する。 
（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構、東北大学、（株）フジタ） 

 

③ 高機能バイオ炭含有堆肥の圃場への施用効果の検証 

高機能バイオ炭含有堆肥ペレットを用いた栽培試験を実施し、作

物生産への影響や土壌への炭素貯留効果を明らかにする。 
（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構、東北大学） 

 

５ 最終目標 

副生バイオ炭による豚舎汚水中リン低減技術を開発する。高機能バ

イオ炭を副資材とした堆肥化技術を確立し、堆肥化から栽培までの温

室効果ガス発生量を低減させ、慣行と同等以上の作物収量を達成する。 
 

６ 期待される効果・貢献 

バイオ炭の施用による土壌炭素貯留の推進と、豚舎汚水からのリン

回収および堆肥利用の促進を通じて国内肥料資源の利用拡大に貢献す

る。 
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